
学校番号 202 

 

令和２年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 

東京書籍「All Aboard!」  

「BRIDGE WORKBOOK」 

「コーパス 1800」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰでは、聞いたり読んだりしたことをもとに、その内容や考えを理解するととも

に、自分の感じたことや意見を伝えられるように関心をもって読むことを心がける。 

・語彙、文法については、コミュニケーションや読解、英作で活用することを意識して学習する。 

・音読では、英語の発音を学ぶとともに相手に伝えることをイメージしながら、積極的に取り組む。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

自己紹介や自身

の感情など、決

まった簡単なフ

レーズを使用

し、相手に意図

を伝えることが

できる。 

コミュニ

ケーショ

ン英語Ⅰ 

・意見交

換や音読

の取組状

況 

 

英語会話 

・暗唱、発

表 

簡単なフレーズを

使って、自己紹

介、日常の身近な

出来事を表現する

ことができる。 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅰ 

・定期考査 

 

英語会話 

・定期考査 

・ワークシ

ー ト の 内

容 と 取 り

組み状況 

自己紹介や簡単

な対話文をゆっ

くり話されると

その場の状況や

動作を判断、理

解することがで

きる。 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅰ 

・言語活動

で の 取 り

組み状況 

 

英語会話 

・リスニン

グテスト 

・定期考査 

日常生活の

身近な単語

で書かれた

短文の内容

を理解する。

初歩的な英

文の中から、

日付、場所な

ど簡単な情

報を読みと

ることがで

きる。 

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ

ン英語Ⅰ 

・定期考査 

英語会話 

・定期考査 

 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

聞いたり読んだりしたこと、

学んだことや経験したことに

基づき、情報や考えなどにつ

いて、話し合ったり意見の交

換をしようとする。積極的に

言語活動を行い、コミュニケ

ーションを図ろうとする。 

 

・言語活動、意見交換など 

・暗唱、発表 

聞いたり読んだりしたこと、

学んだことや経験したことに

基づき、情報や考えなどにつ

いて、適切に書き、伝えてい

る。 

 

 

・定期考査 

・課題の取り組み内容や提出

状況 

説明や物語などを読んだり聞

いたりして、情報や考えなど

を的確に理解している。また、

聞き手に伝わるように音読す

る。 

 

 

 

・定期考査 

・リスニングテスト 

英語の学習を通じて、言語や

その運用についての知識を身

に付けているとともに、その

背景にある文化などを理解し

ている。 

 

 

 

・定期考査において内容を問

う問題を出題 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

All 

Aboard! 

Warm-Up 

 

BRIDGE 

WORKBOOK 

Warm-Up 

 

(８時間) 

🔶アルファ
ベット 
🔶可算・不可
算名詞 
🔶人称代名
詞 
🔶形容詞、副
詞 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語表現の能力」 

可算・不可算名詞、
人称代名詞、形容
詞・副詞について理
解し、適切な英文を
書くことができる。 

可算・不可算名詞、
人称代名詞、形容
詞・副詞を用いて英
文を書く。 

可算・不可算名
詞、人称代名詞、
形容詞・副詞を英
文の中で適切に使
うことができる
か。 

英文を発表させ、
その内容を理解度
と取組状況の判断
材料にする。 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

可算・不可算名詞、
人称代名詞の使い方
を理解する。 

形容詞・副詞の働き
と使い方を理解す
る。 

ワークの穴埋め、並べ
かえ、空欄補充など
の問題を解く。 

可算・不可算名
詞、人称代名詞の
使い方、形容詞・
副詞の働きと使い
方を理解している
か。 

ワーク提出を取組状

況の判断材料とす

る。定期考査におい

て、学習内容を問う

出題により、知識が

身についているかを

判断する。 

All 

Aboard! 

Pre-Lesson 

１、２ 

 

BRIDGE 

WORKBOOK 

Pre-Lesson 

１、２ 

 

( 10 時間) 

自己紹介 
 
◆現在形： 
be 動詞 
一般動詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

友人の自己紹介を聞
き、内容を理解でき 

る。 

 

ペアで自己紹介を
し、相手の自己紹介
について分かったこ
とをメモにまとめ
る。 

ペアワークにおい
てお互いに協力し
ながら会話ができ
ている。 

ペアでの言語活動
を観察し、積極的
に参加しているか
を判断材料とす
る。 

「外国語表現の能力」 

自己紹介文を書く。 

 

◆現在形の be 動
詞、一般動詞を用
いて適切な英文を
書く。 

Communication①に
従ってメモをと
り、自己紹介文を
書く。 

◆現在形の be 動詞、
一般動詞を使った
英文を書く。 

◆音読練習。 

自己紹介文が適切
な表現で書けて
いるか。 

◆現在形の be 動
詞、一般動詞が
適切に使えてい
るか。 

自己紹介文を提出
させ、その内容を
取組状況の判断材
料とする。  

◆be 動詞、一般動
詞を用いた英文の
発表。 

「外国語理解の能力」 

結衣とジャックの自
己紹介の中で述べら
れていることについ
て理解する。 

結衣とジャックの自
己紹介を読み、分か
ったことをメモにま
とめ、内容を把握す
る。 

ペアで音読する。 

自己紹介の内容に
ついて正確に理解
できているか。 

定期考査におい
て、内容理解を問
う出題により、内
容理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

現在形の be 動詞、
一般動詞の使い方を
理解する。 

本文中で用いられて
いる現在形の be 動
詞、一般動詞の形や
意味を確認する。 

◆ワークで練習問題
に取り組む。 

現在形の be 動詞、
一般動詞の使い方
が理解できている
か。 

定期考査におい
て、現在形の be 動
詞、一般動詞が理
解できているかを
判断する。 

◆ワークの提出。 

 

 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

コ ー パ ス

1800 

( ２時間) 

#288～#377 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

単語を正しく発音す
ることができる。 

全体、ペアでの音読
練習。 

正しく発音できて
いるか。 

音読練習に取り組
めているか。 

名前を指名し、発
音を促す。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

テキストの例文でそ
の単語の使い方を確認
する。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

語彙力をつけ、英文
読解、英作で使え
る。 

フラッシュカードを使
って、発音と意味を
確認する。 

ワークシートを使って
練習する。 

語彙力が身につい
ているか。 

ワークシートの提
出と小テストによ
り、取組状況の判
断材料とする。 

定期考査におい
て、定着をみる。 

All 

Aboard! 

Lesson １ 

 

 

BRIDGE 

WORKBOOK 

Lesson １ 

 

( ８時間) 

モンゴルと
アイスラン
ドに住む人
が、住居に
ついて紹介
する内容。 
 
 
◆過去形 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

モンゴル、アイスラ
ンドについて持って
いる知識やイメージ
を積極的に話す。 

本文を読む前に、モ
ンゴル、アイスラン
ドについて持ってい
る知識やイメージを
ペアで伝え合う。 

ペアワークにおい
て、お互いに協力
しながら会話がで
きているか。 

ペアでの言語活動
を観察し、積極的
に会話している
か。 

「外国語表現の能力」 

身のまわりのことに
ついて英語で述べ
ることができる。 

 

◆過去形を用いて適
切な英文を書く。 

Let’s Try の Step に従
って英文を書く。 

 

◆過去形を使った英
文を書く。 

◆音読練習 

表現したいことを
適切に書くことが
できているか。 

◆過去形を使って
適切に英文を書く
ことができるか。 

英文を発表させ、
その内容により理
解度と取組状況の
判断材料とする。 

◆英文を発表さ
せ、その内容と取
り組み状況で判
断。 

「外国語理解の能力」 

どのような家に住
み、どのような生活
を送っているかにつ
いて読み取り理解す
る。 

単語と Reading Point

を確認しながら、住
居やその生活につい
て読んだことを理解
する。 

ペアで音読する。 

英問に英答する。 

どのような家に住
み、どのような生
活を送っているか
について読んだ内
容を理解できてい
るか。 

定期考査において
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

過去形の使い方を理
解する。 

本文中の過去形につ
いて意味や用法を確
認し、Exercises を解
く。 

◆ワークで練習問題
に取り組む。 

過去形の使い方が
理解できている
か。 

定期考査におい
て、学習内容を問
う出題により、知
識が身についてい
るかを判断する。 

◆ワークの提出。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

コーパス 

1800 

( ２時間) 

 

#378～#467 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

単語を正しく発音す
ることがでる。 

全体、ペアでの音読
練習。 

正しく発音できて
いるか。 

音読練習に取り組
めているか。 

名前を指名し、発
音を促す。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

テキストの例文でそ
の単語の使い方を確
認する。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

語彙力をつけ、英文
読解、英作で使え
る。 

フラッシュカードを
使って、発音と意味を
確認する。 

ワークシートを使っ
て練習する。 

語彙力が身につい
ているか。 

ワークシートの提
出と小テストによ
り、取組状況の判
断材料とする。 

定期考査におい
て、定着をみる。 

All 

Aboard! 

Lesson ２ 

 

BRIDGE 

WORKBOOK 

Lesson ２ 

 

( 10 時間) 

 

好きな人物
についてス
ピーチする
形式で錦織
圭さんを紹
介 す る 内
容。 
 
 
◆進行形 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ある人物について、
友人がスピーチする
のを聞いて、内容を
理解する。 

ペアで、好きな人物
についてのスピーチ
を伝え合う。聞き取
った情報をワークシ
ートにメモし、まと
める。 

ペアワークにおい
て、お互いに協力
しながら会話を続
けている。 

ペアでの言語活動
を観察し、積極的
に参加しているか
を判断材料とす
る。 

ワークシートの提
出。 

「外国語表現の能力」 

好きな人物について
英語で述べることが
できる。 

 

◆進行形を用いて適
切な英文を書く。 

Let’s Try! の Step に
従って、好きな人物
についてスピーチを
書く。 

◆進行形を使って英
文を書いてみる。 

◆音読練習 

自分の好きな人物
について適切な表
現で書けている
か。 

 

◆進行形の使い方
を理解できている
か。 

スピーチを提出さ
せ、その内容を取
組状況の判断材料
とする。 

◆英文を発表さ
せ、その内容と
取り組み状況に
より判断。 

「外国語理解の能力」 

健がスピーチの中で
好きな人物として錦
織圭さんについてど
んなことを述べてい
るのか読み取る。 

単語を Reading Point

を確認しながら、ス
ピーチの内容を理解
する。 

ペアで音読する。 

英問に英答する。 

健がスピーチの中
で好きな人物とし
て錦織圭さんにつ
いて述べているこ
とを理解する。 

定期考査において
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

進行形の使い方を理
解する。 

本文中の進行形につ
いて意味や使い方を
確認し、Exercises を
解く。 

 

◆ワークで練習問題
に取り組む。 

進行形の使い方が
理解できている
か。 

定期考査におい
て、学習内容を問
う出題により、知
識が身についてい
るかを判断する。 

◆ワークの提出。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

All 

Aboard! 

Lesson ３ 

 

BRIDGE 

WORKBOOK 

Lesson ３ 

 

( ８時間) 

 

世界に羽ば
たく日本文
化として日
本のマンガ
を会話形式
で紹介する
内容。 
 
 
◆助動詞 
will、can 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

世界に広がる日本文
化について、知って
いること、イメージ
について話す。 

世界に広がる日本文
化について、知って
いること、イメージ
についてペアで意見
交換する。 

意見交換の場で、
積極的に発言、ま
た相手の話を聞け
ているか。 

ペアでの言語活動
を観察し、積極的
に参加しているか
を判断材料とす
る。 

「外国語表現の能力」 

日本文化について英
語で説明することが
できる。 

◆助動詞を使い、適
切に英文を書くこ
とができる。 

Let’s Try! の Step に
従って、日本文化に
ついて説明する英文
を書く。 

◆助動詞を使って英
文を書く。 

日本文化について
説明する文を書く
ことができたか。 

◆助動詞の意味、
使い方を理解して
いるか。 

スピーチを提出さ
せ、その内容を取
組状況の判断材料
とする。 

◆英文を発表させ、

その内容と取り組み

状況により判断。 

「外国語理解の能力」 

日本のマンガ、そし
て文化が世界にどの
ように広がっている
のかを読んで理解す
る。 

単語と Reading Point

を確認しながら、世
界における日本のマ
ンガ、文化について
理解する。 

英問に英答する。 

日本のマンガ、そ
して文化が世界に
どのように広がっ
ているのか、読ん
だことを理解す
る。 

定期考査において
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

助動詞 will、can の
使い方を理解する。 

本文中の will、can に
ついて意味や使い方
を確認し、Exercises

を解く。 

◆ワークの練習問題
に取り組む。。 

助動詞 will、can

の使い方を理解し
ているか。 

定期考査におい
て、学習内容を問
う出題により、知
識が身についてい
るかを判断する。 

◆ワークの提出。 

コ ー パ ス

1800 

( ２時間) 

#468～#557 
 
 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

単語を正しく発音す
ることができる。 

全体、ペアでの音読
練習。 

正しく発音できて
いるか。 

音読練習に取り組
めているか。 

名前を指名し、発
音を促す。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

テキストの例文でそ
の単語の使い方を確
認する。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

語彙力をつけ、英文
読解、英作で使え
る。 

フラッシュカードを
使って、発音と意味
を確認する。 

ワークシートを使っ
て練習する。 

語彙力が身につい
ているか。 

ワークシートの提
出と小テストによ
り、取組状況の判
断材料とする。 

定期考査におい
て、定着をみる。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

All 

Aboard! 

Lesson ４ 

 

BRIDGE 

WORKBOOK 

Lesson ４ 

 

( ８時間) 

 

南米ボリビ
アのウユニ
塩原につい
てメールを
通して紹介
する内容。 
 
 
◆to 不定詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ペアワークにおい
て、会話し、その内
容を理解する。 

行ってみたい場所に
ついて、ペアで伝え
合う。 

分かったことをワー
クシートにメモし、
まとめる。 

ペアワークにおい
て、お互いに協力
しながら会話す
る。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

ワークシートを提
出させ、その内容
を取組状況の判断
材料とする。 

「外国語表現の能力」 

行ってみたい場所に
ついて英語で述べる
ことができる。 

◆to 不定詞を用いて
適切な英文を書
く。 

Let’s Try! の Step に
従って、行ってみた
い場所について英文
を書く。 

◆to 不定詞を使って
英文を書いてみる。 

◆音読練習。 

行ってみたい場所
についての情報を
適切に表現できる
か。 

◆to 不定詞が英文
の中で適切に使
えているか。 

英文を提出させ、
その内容を取組状
況の判断材料とす
る。 

◆ to 不定詞を用いた

英文を発表させ、そ

の内容と取り組み状

況により判断。 

「外国語理解の能力」 

ウユニ塩原はどんな
場所で、また多くの
人が訪れる理由を読
んで理解する。 

Reading Point に答え
ながら、ウユニ塩原
について、また多く
の人が訪れる理由を
理解する。 

英問に英答する。 

ウユニ塩原はどん
な場所で、また多
くの人が訪れる理
由を読んで理解す
ることができる。 

定期考査において
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

to 不定詞の使い方を
理解する。 

本文中の to 不定詞の
意味、用法を確認
し、Exercises を解
く。 

◆ワークの問題に取
り組む。 

to 不定詞の使い方
を理解できたか。 

定期考査において、

学習内容を問う出題

により、知識が身に

ついているかを判断

する。 

◆ワークの提出。 

All 

Aboard! 

Lesson ５ 

 

BRIDGE 

WORKBOOK 

Lesson ５ 

 

( ８時間) 

将来の夢に
ついて考え
る。 
北海道帯広
農業高校の
生徒を紹介
する内容。 
 
 
◆動名詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

好きなこと、やりた
いこと、将来の夢に
ついてペアで会話を
する。 

将来の夢についてペ
アで伝え合う。 

ペアワークにおい
て、お互いに協力
しながら会話す
る。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

将来の夢について英
語で書く。 

 

◆動名詞を用いて適
切な英文を書く。 

Let’s Try! の Step に
従って、将来の夢に
ついて書く。 

◆動名詞を用いた英
文を書く。 

◆音読練習。 

将来の夢について
英語で表現するこ
とができている
か。 

◆動名詞を用いて
適切な英文が書
けているか。 

英文を提出させ、
その内容を取組状
況の判断材料とす
る。 

◆動名詞を使った英

文を発表させ、そ

の内容と取り組み

状況より判断。 

「外国語理解の能力」 

帯広農業高校の生徒
の将来の目標と、学
んでいることについ
て読んで理解する。 

Reading Point に答え
ながら、帯広農業高
校の生徒の将来の目
標と、学んでいるこ
とについて読む。 

英問に英答する。 

帯広農業高校の生
徒の将来の目標
と、学んでいるこ
とについて読んで
理解しているか。 

定期考査において
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

動名詞の使い方につ
いて理解する。 

本文中で使われてい
る動名詞の意味、用
法を確認すし、 

Exercises を解く。 

◆ワークで練習問題に
取り組む。 

動名詞の意味、使
い方を理解してい
る。 

定期考査におい
て、動名詞の使用
場面と働きを意識
した問いを出題す
る。 

◆ワークの提出。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

コ ー パ ス

1800 

( ２時間) 

#558～#647 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

単語を正しく発音す
ることができる。 

全体、ペアでの音読
練習。 

正しく発音できて
いるか。 

音読練習に取り組
めているか。 

名前を指名し、発
音を促す。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

テキストの例文でそ
の単語の使い方を確
認する。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

語彙力をつけ、英文
読解、英作で使え
る。 

フラッシュカードを
使って、発音と意味
を確認する。 

ワークシートを使っ
て練習する。 

語彙力が身につい
ているか。 

ワークシートの提
出と小テストによ
り、取組状況の判
断材料とする。 

定期考査におい
て、定着をみる。 

All 

Aboard! 

Lesson ６ 

 

BRIDGE 

WORKBOOK 

Lesson ６ 

 

( ８時間) 

奇想天外な
浮世絵師、
歌川国芳が
描いた浮世
絵を紹介す
る内容。 
 
 
◆受け身 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

好きな絵や写真につ
いて話すことができ
る。 

好きな絵や写真につ
いてペアで伝え合
う。 

聞き取った情報をワ
ークシートにメモ
し、まとめる。 

ペアワークにおい
て、お互い協力し
ながら会話をする
ことができるか。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

ワークシートを提
出させ、その内容
により取組状況の
判断材料とする。 

「外国語表現の能力」 

好きな絵や写真につ
いて表現することが
できる。 

◆受け身を用いて適
切な英文を書くこと
ができる。 

Let’s Try! の Step に
従って、好きな絵や
写真について英文を
書く。 

◆受動態を用いた英
文を書く。 

◆音読練習。 

好きな絵や写真に
ついて適切な英文
で表現できてい
る。 

◆受動態の形を理
解し、正しく表
現できている
か。 

英文を発表させ、
その内容により、
取組状況の判断材
料とする。 

「外国語理解の能力」 

浮世絵師、歌川国芳
が描いた浮世絵には
どんなものがある
か、読んで理解す
る。 

Reading Point に答え
ながら、歌川国芳が
描いた浮世絵につい
て読み、内容を理解
する。 

英問に英答する。 

浮世絵師、歌川国
芳が描いた浮世絵
について読んだこ
と内容を理解でき
たか。 

定期考査において
内容理解を問う出
題により、内容理
解ができているか
を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

受け身の使い方を理
解する。 

 

 

本文中の受け身の意
味と用法を確認し、
Exercises を解く。 

◆ワークの練習問題
を解く。 

受け身の使い方を
理解できている
か。 

定期考査におい
て、受け身の使用
場面と働きを意識
した問いを出題す
る。 

◆ワークの提出。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

コ ー パ ス

1800 

( ２時間) 

#648～#827 
 
 
 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

単語を正しく発音す
ることができる。 

全体、ペアでの音読
練習。 

正しく発音できて
いるか。 

音読練習に取り組
めているか。 

名前を指名し、発
音を促す。 

「外国語表現の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

テキストの例文でそ
の単語の使い方を確
認する。 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定しな

い。） 

（本単元では設定し

ない。） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

語彙力をつけ、英文
読解、英作で使え
る。 

フラッシュカードを
使って、発音と意味
を確認する。 

ワークシートを使っ
て練習する。 

語彙力が身につい
ているか。 

ワークシートの提
出と小テストによ
り、取組状況の判
断材料とする。 

定期考査におい
て、定着をみる。 


